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１．背景
携帯端末 車載情報機器

ＧＵＩ

マルチメディア

ネットワーク

情報処理機能群

ＲＴＯＳ 汎用ＯＳ

情報処理
機能

高リアルタイム
性がない！

汎用ＯＳＲＴＯＳ

低リアルタ
イム処理

高リアルタ
イム処理

ハイブリッドＯＳ環境に注目

ＲＴＯＳ

Ｓ／Ｗ高機能化が急速に進展

高リアルタ
イム処理

情報処理
機能

各ＯＳの不足
部分を補完する
アプローチ

情報処理
機能

情報処理機能
が少ない！
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２．マルチＯＳ環境適用上の課題

構成

H/W規模が増大OS間処理の動作検証が困難、
高度な設計ノウハウが必要

欠点

独立動作するため、OS間処理
の動作検証が比較的容易

既存のH/W規模でOS環境の
拡張を実現

利点

(b) 疎結合型ＯＳ(a) 従来型ハイブリッドＯＳ

ＣＰＵ
ＲＴＯＳ 汎用ＯＳ

ＲＴ
ﾀｽｸ
ＲＴ
ﾀｽｸ
ｽﾚｯﾄﾞｽﾚｯﾄﾞ

ＣＰＵ
ＲＴＯＳ 汎用ＯＳ

ＲＴ
ﾀｽｸ
ＲＴ
ﾀｽｸ
ｽﾚｯﾄﾞｽﾚｯﾄﾞ

ＣＰＵ

【課題】 組込みシステムにマルチＯＳ環境を適用する上では、

各方式の利点を継承しながら、欠点を解消する

新しいシステムアーキテクチャの構築

バス
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ＲＴ
ﾀｽｸ

ｽﾚｯﾄﾞ

３．マイクロクラスタリングＯＳの提案

• Ｈ／Ｗ規模の増大を抑えるＨ／Ｗ構成
⇒シングルチップ・マルチプロセッサの活用

• ＯＳ間の動作検証が容易なＳ／Ｗ構成
⇒プロセッサとＯＳを１対１に割付け、基本的に独立動作

◇上記の特長を有する新しいハイブリッドＯＳ環境を提案

これを「マイクロクラスタリングＯＳ」と呼ぶ

ＣＰＵ

ＲＴ
ﾀｽｸ
ＲＴ
ﾀｽｸ
ｽﾚｯﾄﾞｽﾚｯﾄﾞ

汎用ＯＳＲＴＯＳ

ＣＰＵ

シングルチップ
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（１）システム構成（Ｈ／Ｗの特徴）

ＣＰＵ＃０

割込みコントローラ

タイマ＃０

ＣＰＵ＃１

タイマ＃１

ＬＡＮ Ｉ／Ｆパラレル Ｉ／Ｆ

ＲＴＯＳ 汎用ＯＳ

ＳＤＲＡＭ

シングルチップマルチプロセッサ

ＲＴ
ﾀｽｸ
ＲＴ
ﾀｽｸ

ｽﾚｯﾄﾞ ｽﾚｯﾄﾞ
ＲＴ
ﾀｽｸ

ｽﾚｯﾄﾞ

ＯＳ間で使用Ｈ／Ｗ
資源を分割定義
（同一資源共有無）

CPU0 CPU1

Shared SRAM

P
er

ip
he

ra
ls

Ｍ３２Ｒ試作
チップ写真

内蔵ＳＲＡＭ
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（２）ＯＳ間インタフェース（Ｓ／Ｗの特徴）

ＣＰＵ＃０ ＣＰＵ＃１

ＲＴＯＳ 汎用ＯＳ

シングルチップ

ＯＳ間通
信機能

ＯＳ間通
信機能

システム
初期化

割込み
管理

割込み
管理

システム
初期化

ＲＴ
ﾀｽｸ
ＲＴ
ﾀｽｸ

ｽﾚｯﾄﾞ ｽﾚｯﾄﾞ
ＲＴ
ﾀｽｸ

ｽﾚｯﾄﾞ

データ
送受信

マルチ
ＯＳ起動

割込み
処理

ＯＳ間連携機能の
サポート

•マルチＯＳ起動
•割込み管理
• ＯＳ間通信機能
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４．システムアーキテクチャの評価

• 比較評価項目の定義
①コスト
マルチＯＳ環境を構築する上で、Ｈ／Ｗコスト増大を抑えられるか

②設計検証容易性
ＯＳ間に独立性があり、Ｓ／Ｗの設計検証が容易であるか

③小型＆低消費電力
Ｈ／Ｗ構成上、小型化を図り、電力消費を抑えられるか

④システム堅牢性
Ｓ／Ｗ障害に対して、ＯＳ環境として何らかの対処が可能か

⑤システム拡張性
マルチＯＳ環境として、スケーラビリティがあるか
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４．システムアーキテクチャの評価

△

分散化

限界あり

○

ＯＳ動作

監視可

○

シングル

チップ構成

○

基本的に

独立動作

△

(a)と同等
の規模

マイクロ

クラスタリングＯＳ

○○×○×(b)疎結合型ＯＳ

××○×○(a)従来型
ハイブリッドＯＳ

システム

拡張性

システム

堅牢性

小型＆

低消費電力

設計検証

容易性

コスト比較評価結果

【結論】 本方式は、全体として上記(a)、(b)の欠点を解消
するバランスの取れたシステムアーキテクチャ
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５．まとめ

• 従来と同等のH/W規模で、CPU毎にOSを
割付け独立に動作させる新しいハイブリッ
ドOS環境のアーキテクチャを提案した

• 本方式は、組込みシステムに適用する上
で、設計検証容易性と小型・低消費電力
の面で優れていることを示した


